
居場所づくりのヒント４ 居場所の外側と連携するヒント 
【子どもを中心とした多機能な支援体制づくり】 

①学齢期 
フリースクール 
ビーンズふくしま 

 
不登校児童・生徒 
への居場所提供 

 
学習支援 

 
おやまめの会 

家族支援（親の会） 
 
福島県子どもの健全育成
事業（生活保護世帯の子
どもの学習支援等） 

②青年期・若者 

社会参加、青年支援 

 

 
ふくしま 
こおりやま 
サポステ 
職業的自立 
総合窓口 
家族の集い 
就労体験等 

ピアサポー
トネット 

 
孤立しがち
な若者の
体験交流 
 

③被災した福島の子どもの支援
や子育て環境の回復 

うつくしまふくしま子ども 

未来応援プロジェクト 

仮設住宅の子どもの居場所づくり 

や学習支援などの寄り添い型支 

援と地域づくり 

 

ふくしま子ども支援センター 

福島の中長期の親子の心のケア 

県外避難者支援、県内交流会（ま 

まカフェ・ぱぱカフェ）、専門職派 

遣、支援者研修、情報発信等 

 

 

 

 

 

こころの相談室 

  心理サポート、カウンセリング 
  訪問相談、親カウンセリング 
  ワークショップ 

福島県ひきこもり支援センター・青少年総合
相談窓口 
 個別相談・訪問相談・ソーシャルワーク 
 子ども支援協議会の開催 

ビーンズふくしまの取り組む総合的な子ども支援 

トヨタ財団・パナソニック教育財団 東日本大震災支援 共同プロジェクト 
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居場所づくりのヒント４ 居場所の外側と連携するヒント 
【子どもを中心とした多機能な支援体制づくり】 

 仮設住宅での子どもの居場所づくりや学習支援を行うにあたって、不登校の子どもの支
援や居場所づくり、カウンセリングなどの心のケアの視点、ソーシャルワークや地域との
つながりを活かしていく視点など、団体が震災以前から行っていた子ども支援の経験やノ
ウハウをフル活用しながらプロジェクトの企画立案および実践に取り組んできました。 
 

 子どもの置かれている状況の見立てや、保護者の相談への対応、問題や困難事例へ
の対処なども、コーディネーターのスタッフやボランティアが抱えこむのではなく、チームと
して課題を共有しながら対処してきました。 
 

 虐待の問題や、発達障害を原因とする不適応や問題行動、震災が直接の原因ではなく
ても避難生活の中で2次的に起こる子どもの問題なども見られることもありました。複合的

な問題に対して、組織内でのこれまでの支援の経験や臨床心理士・社会福祉士・子育て
支援コーディネーターなどの組織内での専門職の知見の活用が、問題の早期発見や効
果的な対処へとつながりました。 
 

 また、組織内での他職種連携や協働の積み重ねの経験は、外部組織の専門職との連
携にも活かされ、地域ぐるみの子育てや、機関を超えた支援のプラットフォームづくりにも 
つながっています。 

トヨタ財団・パナソニック教育財団 東日本大震災支援 共同プロジェクト 
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